
樹形図の作成方針について

• 外れ値を除外

• ケア時間が多いグループと少ないグループに分ける
最も効果的な調査項目を選定

• 末端のサンプル数は最低40
• 中間評価項目得点を追加
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MCは樹形図の末端の枝にあるデータ数（MC40は末端に40のデータがある）
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現行及び平成１２年度の樹形モデルによる寄与率 

 

○平成 15 年度モデル 
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寄与率 = 0.617決定係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平成 12 年度モデル 
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寄与率 = 0.527決定係数 
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